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1．はじめに 

 2017 年度，道路橋示方書は許容応力度設計法から部分係数設計法へと改定された．部分係数設計法ではより合理的で信頼性

の高い設計が可能となるが，今回の改定では，鋼桁の耐荷力特性についての基本的な基準耐荷力曲線などに大きな変更はない．

一方，SBHSの耐荷力に関する具体的な規定が盛り込まれ，今後は SBHSが広く道路橋に使用されることが期待される．部分

係数設計法においては，基準耐荷力曲線を変更することにより，より合理的な設計が可能となるため，実験や解析により耐荷

力特性を把握することが不可欠である．本研究では，今後の基準耐荷力曲線改定の根拠となる基礎資料を収集するべく，

SM490Y，SBHS500を用いた鋼Ｉ形桁を製作し，静的載荷試験を実施した．特に，ウェブの最小板厚に影響を与えるウェブ幅

厚比，およびウェブの面外変形挙動に着目した． 

 

2．供試体および載荷試験概要 

本実験では，SM490Yを用いたウェブ幅厚比パラメータ（Rw）が 1.2程度のものを 1体，SBHS500 を用いた Rwが 1.1と 1.2

程度のものを各 1 体，計 3 体の供試体を用意した（図-1～2 および表-1）．フランジ幅厚比はすべて 0.7 で固定した．ウェブ幅

厚比の設定には道路橋示方書および SBHS のガイドラインから，水平補剛材のない腹板の最小板厚（SM490Y，SBHS ともに

Rw=1.1 程度）を基準として決定した．すなわち，SM490Y および SBHS(NMB2)においてはウェブの最小板厚以下となってい

ることになる． 

本実験供試体の載荷方法としては，単純ばりへの 1点載荷として載荷を行った．弾性領域では荷重制御で行い，非線形性が

顕著になった後は変位制御で載荷した． 

また図-1における赤い丸は本供試体における面外たわみの計測位置(上から 1，2)を示している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

表-1 供試体の寸法および材料特性 

 

ウェブ高 ウェブ厚 フランジ幅フランジ厚
テストパ
ネル長さ

ウェブ降
伏応力

フランジ
降伏応力

ウェブ幅
厚比パラ
メータ

フランジ
幅厚比パ
ラメータ

弾性係数

mm mm mm mm mm N/mm
2

N/mm
2

N/mm
2

NMB1-m 580 6.0 210 12.0 870 554.7 519.7 1.079 0.69 206000

NMB2-m 630 6.0 210 12.0 950 554.7 519.7 1.172 0.69 206000

NMY'1-m 730 6.0 236 12.0 1100 413.0 421.4 1.175 0.70 205000

供試体名
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図-2 断面図

(NMB1-m) 
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図-1 供試体概略図(NMB1) 

2019年度土木学会関西支部年次学術講演会

Ⅰ- 6



3．実験結果および考察 

実験，および同時に行った解析結果より得られた荷重を降伏荷重 Py(理論値)で無次元化したものを縦軸に，同様に得られた

わみを降伏時のたわみ δy(理論値)で無次元化したものを横軸にとった曲線を図-3～5 に示す．また，荷重を降伏荷重 Py(理論

値)で無次元化したものを縦軸，ウェブの面外変位をウェブ高で無次元化したものを横軸にとったグラフを図-6～8に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

図-3～5より，NMB1-mと NMB2-mでは，実験値が解析値を上回り，NMY1-

mでは下回る結果となっていることが分かる． NMB1-mと NMB2-mでは解析

で用いたウェブ中央付近で最大となる初期不整形状であったが，NMY’1-mでは

ウェブ下端に向かって初期不整が大きくなる傾向が見られた．この点が最大荷

重の低下した原因ではないかと考えられる．図-8より，NMY’1-mでは面外変位

が降伏荷重の 80%程度の荷重で大きく変化していることが読み取れるが，載荷

試験時にはフランジが先に座屈していることが確認できており，フランジの座

屈により耐力を失っている事になる． 

今回は，除荷後の残留変形を確認するために除荷-載荷を行ったが，荷重-た

わみ曲線において，再載荷後に除荷前の位置に戻っており，繰り返し載荷にお

ける線形性を確認できた． 

表-2には，各供試体のウェブ幅厚比，道路橋示方書(旧道示)および SBHSの

ガイドラインで規定されている幅厚比の上限値，および無次元化耐荷力

（Mu/My）を整理している．実験供試体の幅厚比は鋼材の引張試験結果にもと

づいているため，幅厚比パラメータとしては上限値（Rw=1.1程度）を超えてい

る NMB2と NMY’1においても，幅厚比としては上限値とほぼ同じ値となって

いる点に注意が必要である．表-1より，ウェブ鋼材の降伏応力は，SBHSと

SM490Yでそれぞれ基準降伏点の 1.11倍および 1.16倍となっているが，表中

の幅厚比の上限値は基準降伏点を用いて定められた値となっている． 

NMB2-mにおいては実験値および解析値が Mu/Myの基準値である 1.0を上

回ったためウェブ幅厚比パラメータの上限値を引き上げられる可能性もある

が，NMY’1-mでは実験値が基準値を下回る結果となったため今後も検討が必

要である． 

 

4．おわりに 

実験結果より，道示のウェブ最小板厚，すなわち最大幅厚比を改定できる可

能性を示すことができた．またウェブの面外変形の可逆性を示すことができた．

引き続き行うせん断試験結果とともに基準耐荷力曲線を検討していく． 

＜謝辞＞本研究は（一社）日本鉄鋼連盟「鋼構造研究・教育助成事業」の補助

を受けて実施した．ここに記して謝意を表す． 

 

図-3 NMB1-mの荷重-たわみ曲線 

 

図-4 NMB2-mの荷重-たわみ曲線 図-5 NMY’1-mの荷重-たわみ曲線 

図-6 NMB1-mの荷重-変位曲線 

 

図-7 NMB2-mの荷重-変位曲線 

 

図-8 NMY’1-mの荷重-変位曲線 

 表-2 ウェブ幅厚比と耐荷力 

 供試体 Rw 幅厚比 上限値

解析 1.10

実験 1.14

解析 1.08

実験 1.11

解析 1.06

実験 0.96

105 104

122 123

NMB1-m

NMB2-m

NMY'1-m

Mu/My

1.079

1.172

1.175

97 104
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